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                                   は じ め に 

 

 この冊子では、｢大気汚染防止法(以下｢法｣という｡)｣に基づくいおう酸化物の総量規制（以下、

「総量規制」という。）について説明しています。 

 いおう酸化物については、ばい煙発生施設ごとに排出基準(いわゆるＫ値規制)が定められて

いますが、総量規制は工場・事業場ごとに定められた基準で、工場・事業場が集合している地

域であって排出基準のみでは環境基準の達成が困難であると認められる地域に対して適用され

ます。 

 なお、総量規制の基準等については法で、届出については、吹田市で定めた｢吹田市大気総量

規制に係る使用計画届出要領（以下「届出要領」という。）｣で規定されています。 
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１．届出対象 

 届出対象は、指定地域に特定工場等を設置している者及び設置しようとする者です。 

（１）指定地域 

ばい煙ごとに大気汚染防止法施行令（以下「令」という。）で定められた地域のうち吹田市全

域です。 

（２）特定工場等 

  特定工場等は、指定地域に所在する工場・事業場であって、当該工場・事業場に設置される

すべてのいおう酸化物に係るばい煙発生施設において使用される燃料及び原料（以下「原燃料」

という。）の量を重油の量に換算したものを合計した量が、0.8kl/h 以上のものです。 

 



3 

 

２．総量規制基準 

 指定地域の区分                    規 制 基 準  

吹田市  Ｑ＝3.0×Ｗ０．８５＋0.3×3.0×{(Ｗ＋Ｗi)０．８５－Ｗ０．８５} 

備考）この表において、Ｑ、Ｗ及びＷiは、それぞれ次の値を表す。 

Ｑ： 特定工場等の許容排出量（単位 Ｎｍ３/ｈ） 

Ｗ：特定工場等に設置されるすべてのいおう酸化物に係るばい煙発生施設に           

おいて使用される原燃料の量（Ｗiを除く。）（単位 重油に換算した kL/h） 

Ｗi：基準日以降に設置されるすべてのばい煙発生施設において使用される 

        原燃料の量 （単位 重油に換算した kL/h） 

 

 

 １の項に掲げるボイラーのうち伝熱面積が 

 １０ｍ２未満のもの 
昭和６０年９月１０日 

 

 ２９の項に掲げるガスタービン及び３０の項 

 に掲げるディーゼル機関 
昭和６３年２月１日 

 ３１の項に掲げるガス機関及び３２の項に掲 

 げるガソリン機関 
平成３年２月１日 

 上記以外のいおう酸化物に係るばい煙発生施設 昭和５２年１０月１日 

 

３ 届出の種類と提出時期 

 届 出 の 種 類    届 出 の 区 分             提 出 時 期 

 総量規制に係るばい

煙発生施設使用計画

届出 

 特定工場等の設置   原則として着工予定日の６０日前まで 

 ばい煙発生施設の設置 

 又は変更 
  原則として着工予定日の６０日前まで 

 ばい煙発生施設の廃止 

 (廃止により特定工場等 

 でなくなる場合を含む｡) 
  廃止した日から３０日以内 

 政令の改正により新たに

特定工場に該当したとき

（経過措置） 
  当該要件が発生した日から３０日以内 

備考）特定工場等について承継があった場合には、承継後の規模に基づき「総量規制に係るば

い煙発生施設の使用計画」の届出等を行うこと。 

 

４  届出書の作成要領 

（１）事前相談 

吹田市では、届出書の作成や提出、届出の受理、工事着工、設置後の施設の管理などが

円滑に行われるよう届出書提出前の事前相談を行っています。 
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例えば、届出書に不備があると受理できないために、工事の着工が遅れたり、計画して

いた施設が規制基準に適合していないことによる計画変更命令を受けることがあります。

これを防ぐためにも、事前に相談いただきますようお願いします。 

 

（２）届出の提出先 

   届出書の提出先は、吹田市環境保全指導課です。届出書に記載するあて先は吹田市長で、

届出部数は２部となります。 

 

（３）受理 

   届出が受理された後、提出された写しのうち１部が返戻されます。これらの書類は、大

切に保管してください。 

 

（４）届出に必要な書類 

              届 出 書 及 び 別 紙 等         備    考 

 総量規制に係るばい煙発生施設使用計画届出書  

 別紙１（いおう酸化物に係るばい煙発生施設の使用計画）  

 委任状  代表者以外が届出を行う場合必要 
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（５）届出書の記載方法 

  ア 届出書（表紙）の記載例、記載上の注意事項 
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届出書（表紙）の記載上の注意事項 

 

１ 届出者 

  届出者の欄の記載方法は、次の（１）から（３）に掲げるとおり

とすること。 

 （１）法人（株式会社等）の場合 

   本社所在地、名称及び代表者の職、氏名を記載すること。ただ

し、代表者でないものが届出を行う場合は、権限の執行を代表者

から委任されたことを証する書面（委任状）１通を添付し、届出

者の欄には、委任された者について記載すること。（工場長に委

任された場合は、工場の所在地、工場名、工場長の職、氏名を記

載すること。） 

 （２）個人の場合 

   事業主の住所、氏名を記載すること。 

 （３）非法人の団体の場合 

   団体の代表者の住所、氏名を記載すること。 

 （４）官公署（国、地方公共団体等）の場合 

   当該組織の所在地、名称、最高責任者の職（知事、教育長、水

道企業管理者等）、氏名を記載すること。ただし、法令等で管理

の委託が明記されているものについては、委託されている組織の

所在地、名称、最高責任者の職、氏名をすること。 

 

（注）届出者は、次の（１）及び（２）に掲げる場合を除き、原則と

して施設の設置者（設置予定者）とすること。 

 （１）リース及びレンタルの施設（貸工場、貸ビル内のテナント等

内のものを含む。）は、施設使用者を届出者とすること。 

 （２）マンション等共有施設については、管理組合等の代表者又は

共有者の代表者を届出者とすること。 

 

 

 

 

 

 

１

２ 内容等 

（１）届出内容（総量規制等に係るばい煙発生施設使用計画届出書） 

    届出の内容の該当項目を■にすること。 

  ＜例＞届出要領についてのみ届出をする場合 

  ■吹田市大気総量規制に係る使用計画届出要領第３条 

（いおう酸化物に係る届出） 

  □      同        （窒素酸化物に係る届出） 

□吹田市固定発生源窒素酸化物に係る総量削減指導要領第４条 

 

 

３ 
工場又は事業

場の名称 

  次の（１）、（２）に注意し、工場又は事業場の名称（個人営業

の場合は、屋号）を記載すること。 

 （１）名称には、ふりがなを付けること。 

 （２）届出時点で名称が確定していない場合は、仮称を記載し正式

な名称が確定した時点で、氏名等変更届出を提出すること。 
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４ 
工場又は事業

場の所在地 

  次の（１）及び（２）に注意し､工場又は事業場の所在地を記載す

ること｡ 

 （１）郵便番号を記載すること。 

 （２）届出時点で住居表示が確定していない場合は、仮称（○○地

先等）を記載し、住居表示が確定した時点で報告すること。 

５ 
担当部課名及

び電話番号 

この届出についての連絡先（担当部又は課名等及び電話番号）を記

載すること。 

 ＜例＞総務部労働環境課 TEL ○○○○-○○-○○○○(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

 

６ 

いおう酸化物

に係るばい煙

発生施設の使

用計画 

 

別紙１のとおり 

 

 

 

７ 

窒素酸化物に

係るばい煙発

生施設の使用

計画 

 

届出に該当しない場合は不要 

別紙２のとおり 
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イ  別 紙 １ の 記 載 例 、 記 載 上 の 注 意 事 項  
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別 紙 １ の 記 載 上 の 注 意 事 項  

 
１ 

 施設番号 工場・事業場（以下「工場等」と記す）における施設の番号を

記入する。（例：１号 ２号 Ｔ－１ Ｔ－２ 等） 

 

２ 
 令別表第１の 

項番 

参考－２「いおう酸化物に係るばい煙発生施設」に示す項番号

を記入する｡ 

３ 
 施設の種類 参考－２「いおう酸化物に係るばい煙発生施設」に示す施設名

称を記入する。（例：ボイラー ガス発生炉 加熱炉 等） 

４ 

施設の設置年月日 下記のいずれかの年月日を記入する。 

 ・設置の届出に際して、法に基づくばい煙発生施設設置届出書

の別紙１に記載した「着手予定年月日」を記入する。 

 ・使用及び変更の届出に際して、法に基づくばい煙発生施設使

用（変更）届 

  出書の別紙１に記載した「設置年月日」を記入する。 
５ 

 原料及び燃料の最 

 大燃焼能力(定格) 

各施設で使用する原燃料の最大燃焼能力（定格値）を記入する。 

  （単位：液体 kL／ｈ、気体 10３Nm３／ｈ、固体 ｔ／ｈ） 

６ 
 使用する原料及び 

 燃料 

(a) 種類 (b)混焼割合 (c)硫黄分 (d)液体燃料の比重  

７  脱硫効率 処理施設における脱硫効率を記入する。 

８ 

燃料からのＳＯｘ 

排出量 

施設が定格で稼働した場合の処理前、処理後における燃料から

のＳＯｘ排出量を、求め記入する。 

（液体燃料の場合） 

処理前の排出量 ＝ 燃料の最大燃焼能力（kL／時）× 比重ρ × 硫黄分（％）×７ 

  処理後の排出量 ＝ 処理前の排出量 × （１－脱硫効率） 

  数値は、少数点以下４桁目を切り上げること。 

９ 

原料からのＳＯｘ 

排出量 

施設が定格で稼働した場合の処理前、処理後における原料から

のＳＯｘ排出量を、求め記入する。 

（固体原料の場合） 

  処理前の排出量 ＝ 原料の最大燃焼能力（ｔ／時）×  硫黄分（％）×７ 

  処理後の排出量 ＝ 処理前の排出量 × （１－脱硫効率） 

  数値は、少数点以下４桁目を切り上げること。 

10 

換算係数 原燃料の種類に応じ、参考－１の（１） 原燃料の量の重油へ

の換算方法に示す重油の量の欄に掲げる値を記入する。 

  数値は、その他の原燃料に該当する場合は、少数点以下４桁

目を四捨五入すること。 
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11 

原料及び燃料使用量

の重油換算値 

（定格） 

 重油の量への換算は、施設の設置時期及び原燃料の区分により

各施設ごとに求め記入する。 

 Ｗ ：施設において使用される原燃料の使用量の重油換算値の

うち、Ｗi 以外のもの 

 Ｗi ：基準日以後に設置された施設において使用される原燃料

及び構造等の変更により、増加した原燃料の使用量の重

油換算値 

 ｆ ：Ｗ、Ｗi のうち燃料の使用量の重油換算値 

 ｍ ：Ｗ、Ｗi のうち原料の使用量の重油換算値 

数値は、少数点以下４桁目を切り捨てること。 

 

※スクラップ・アンド・ビルドの取扱い 

基準日前に設置された対象施設を更新等のために廃止し、これに替

えて対象施設を設置する場合は、当該設置される対象施設に係る

「Wi」のうち、当該廃止される対象施設に係る「W」に相当する範

囲を基準日前に設置されたものと同様「W」として取り扱う。 

12 

 燃料使用量の重油 

 換算値 

燃料使用量の重油換算値を重量に換算し記入する｡なお換算に

あたっては､重油の比重は原則として0.9 として計算する。 

数値は、少数点以下４桁目を切り捨てること。 
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使用状況  

交
互 

交互使用の施設にあっては､ＷSOx の小さい方の施設を予備の

施設として扱い､当該施設の「交互」の欄に○印を記入し、○印

の内に交互使用する相手の施設番号を記入する(ＷSOxの大きい

方の施設は空欄とする。）。 

 （１号施設と２号施設を交互使用して２号施設を予備の施設と

して扱う場合は、２号施設の｢交互｣の欄に①と記入する。） 

 予
備 

 予備施設に○印を記入する。 

 休
止 

 休止施設に○印を記入する。 
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通
常
の
使
用
計
画 

 実燃料使用量 

 通常の操業状態における、平均的な１日あたりの燃料の使用量

を記入する。 

 

 重油換算燃料

使用量 

 以下により求め記入する。 

重油換算燃料使用量 ＝ 実燃料使用量 ×  

(11)換算係数 × 比重 

 なお換算にあたっては、重油の比重は原則として0.9として計算

する。 

 数値は、小数点以下４桁目を切り捨てること。 

 
 燃料からの 

ＳＯｘ実排 

出量 

 処理後における燃料からのＳＯｘ実排出量を求め記入する。 

（液体燃料の場合） 

  実排出量 ＝ 実燃料使用量（kL／日）× 比重ρ × 硫黄分（％）×７ ×（１－脱硫効率）  

  数値は、小数点以下４桁目を切り上げること。 

 

1 15 備考  施設の使用状況について変更があった場合は、その期日を記入

する。 
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Ｓ
Ｏ
ｘ
許
容
排
出
量 

全体 

 工場全体のＳＯｘ許容排出量を「２．総量規制基準」に示す式

により求め記入する。 

 なお、Ｗ＝Wf + Wm   W=Wif + Wim 

 数値は、小数点以下４桁目を切り捨てること。 

 
燃料にかかる

許容排出量 

 工場全体のＳＯｘ許容排出量から、原料からのＳＯｘ排出量

（処理後）を引いたもの。 

 記入欄に示す計算方法により求めた値を記入する。 
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 燃料中許容Ｓ分

（％） 

 記入欄に示す計算方法により求めた値を記入する。 

 数値は、小数点以下４桁目を切り捨てること。 
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 使用燃料Ｓ分（％）  記入欄に示す計算方法により求めた値を記入する。 

 数値は、小数点以下４桁目を切り上げること。 
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参考－1．原燃料の量の重油への換算方法 

（１）燃料 

次の表の燃料の種類の欄に掲げる燃料ごとに同表の燃料の量の欄に掲げる量につき、それぞ

れ同表の重油の量の欄に掲げる量にそれぞれ換算します。 

 燃料の種類 燃料の量 重油の量  

 原油・軽油 １L 0.95 L 

 ナフサ・灯油 １L 0.90 L 

 都市ガス13A(４５MJ/Nm３) １Nm３ 1.14 L 

 液化石油ガス(LPG) １kg 1.2  L 

 液化天然ガス(LNG) １kg 1.3  L 

         備考）その他の燃料については、当該燃料と同量の発熱量を有する 

            重油（発熱量10,500kcal/kg、比重0.9、1kcal＝4.18605kJ）に換算する。                                                

 

（２）原料 

   次の表の原料の種類の欄に掲げる原料１kgにつき、それぞれ同表の重油の量の欄に掲げ 

  る量に換算します。 

 原 料 の 種 類 重 油 の 量  

鉄の精錬の用に供する焼結炉において用いられる

原料 
0.30 L 

石油の精製の用に供する流動接触分解装置に投入

される石油 
0.17 L 

石油ガス洗浄装置に付属する硫黄回収装置により

回収される硫黄 
1.9 L 

ガラスの製造の用に供する溶融炉において溶融さ

れるガラス 
0.24 L 

硫酸の製造の用に供する焙焼炉において使用され

る硫化鉱 
0.036 L 

 その他の原料  

 一般廃棄物焼却炉及び下水処理又はし尿処理に

伴い発生する汚泥の焼却炉において処理される

廃棄物 
0.5 L 

金属溶解炉のうちキューポラにおいて使用され

る原料 
0.08 L 

その他の原料でいおう酸化物が排出されるもの 当該原料の処理に伴い発生するい 

おう酸化物の量に相当する量のいお

う酸化物を燃焼に伴い発生する重油

(硫黄含有率 0.27%、比重 0.9) の量 



13 

 

参考－２．硫黄酸化物に係るばい煙発生施設 
 
項  施   設  の  種   類  規  模  又  は  能  力  

 

1  ボ イ ラ ー （ 熱 風 ボ イ ラ ー を 含 み 、 熱

源 と し て 電 気 又 は 廃 熱 の み を 使 用 す

る も の を  除 く 。 ）  

燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５ ０ Ｌ ／

時 以 上 で あ る こ と 。  

2  水 性 ガ ス 又 は 油 ガ ス の 発 生 の 用 に 供

す る ガ ス 発 生 炉 及 び 加 熱 炉  
原 料 と し て 使 用 す る 石 炭 又 は コ ー ク

ス の 処 理 能 力 が ２ ０ ｔ /日 以 上 で あ る

か ､ 又 は バ ー  ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力

が 重 油 換 算 ５ ０ L /時 以 上 で あ る こ と 。 

3  金 属 の 精 錬 又 は 無 機 化 学 工 業 品 の 製

造 の 用 に 供 す る 焙 焼 炉 、 焼 結 炉 （ ペ

レ ッ ト 焼 成 炉 を 含 む 。 ） 及 び か 焼 炉

（ １ ４ の 項 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ）  

原 料 の 処 理 能 力 が １ ｔ /時 以 上 で あ る

こ と ｡  

4  金 属 の 精 錬 の 用 に 供 す る 溶 鉱 炉 （ 溶

鉱 用 反 射 炉 を 含 む 。 ） 、 転 炉 及 び 平

炉 （ １ ４ の 項 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） 

原 料 の 処 理 能 力 が １ ｔ /時 以 上 で あ る

こ と ｡  

5  金 属 の 精 製 又 は 鋳 造 の 用 に 供 す る 溶

解 炉  （ こ し き 炉 並 び に １ ４ の 項 及 び

２ ４ の 項 か ら ２ ６ の 項 ま で に 掲 げ る

も の を 除 く ｡ )  

火 格 子 面 積 (火 格 子 の 水 平 投 影 面 積 を

い う ｡ 以 下 同 じ ｡ ) が １ ㎡ 以 上 で あ る

か ､ 羽 口 面 断 面 積 ( 羽 口 の 最 下 端 の 高

さ に お け る 炉 の 内 壁 で 囲 ま れ た 部 分

の 水 平 断 面 積 を い う ｡ 以 下 同 じ ｡ ) が

0 . 5 ㎡ 以 上 で あ る か ､ バ ー ナ ー の 燃 料

の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５ ０ L / 時 以 上

で あ る か ､又 は 変 圧 器 の 定 格 容 量 が ２

０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る こ と 。  

6  金 属 の 鍛 造 若 し く は 圧 延 又 は 金 属 若

し く は 金 属 製 品 の 熱 処 理 の 用 に 供 す

る 加 熱 炉  

火 格 子 面 積 が １ ㎡ 以 上 で あ る か ､羽 口

面 断 面 積 が ０ ．５ ㎡ 以 上 で あ る か 、バ

ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算

５ ０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器

の 定 格 容 量 が ２ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ

る こ と 。  

7  石 油 製 品 、 石 油 化 学 製 品 又 は コ ー ル

タ ー ル 製 品 の 製 造 の 用 に 供 す る 加 熱

炉  

火 格 子 面 積 が １ ㎡ 以 上 で あ る か 、羽 口

面 断 面 積 が ０ .５ ㎡ 以 上 で あ る か 、 バ

ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算

５ ０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器

の 定 格 容 量 が ２ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ

る こ と 。  

8  石 油 の 精 製 の 用 に 供 す る 流 動 接 触 分

解 装 置 の う ち 触 媒 再 生 塔  
触 媒 に 附 着 す る 炭 素 の 燃 焼 能 力 が  

２ ０ ０  ｋ ｇ ／ 時 以 上 で あ る こ と 。  
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8  

の  

2  

石 油 ガ ス 洗 浄 装 置 に 附 属 す る 硫 黄 回

収 装 置 の う ち 燃 焼 炉  
バ ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換

算 ６ L /時 以 上 で あ る こ と 。  

9  窯 業 製 品 の 製 造 の 用 に 供 す る 焼 成 炉

及 び 溶 融 炉  
火 格 子 面 積 が １ ㎡ 以 上 で あ る か 、バ ー

ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５

０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器 の

定 格 容 量 が ２ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る

こ と 。  

1 0  無 機 化 学 工 業 品 又 は 食 料 品 の 製 造 の

用 に 供 す る 反 応 炉 （ カ ー ボ ン ブ ラ ッ

ク 製 造 用 燃 焼 装 置 を 含 む 。 ） 及 び 直

火 炉 （ ２ ６ の 項 に 掲 げ る も の を 除

く 。 ）  

火 格 子 面 積 が １ ㎡ 以 上 で あ る か 、バ ー

ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５

０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器 の

定 格 容 量 が ２ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る

こ と 。  

1 1  乾 燥 炉 （ １ ４ の 項 及 び ２ ３ の 項 に 掲

げ る も の を 除 く 。 ）  
火 格 子 面 積 が １ ㎡ 以 上 で あ る か 、バ ー

ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５

０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器 の

定 格 容 量 が ２ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る

こ と 。  

1 2  製 銑 、 製 鋼 又 は 合 金 鉄 若 し く は カ ー

バ イ ド の 製 造 の 用 に 供 す る 電 気 炉  
変 圧 器 の 定 格 容 量 が １ ０ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ

以 上 で あ る も の 。  

1 3  廃 棄 物 焼 却 炉  火 格 子 面 積 が ２ ㎡ 以 上 で あ る か 、又 は

焼 却 能 力 が ２ ０ ０ ｋ ｇ ／ 時 以 上 で あ

る こ と 。  

1 4  銅 、 鉛 又 は 亜 鉛 の 精 錬 の 用 に 供 す る

焙 焼 炉 、 焼 結 炉 （ ペ レ ッ ト 焼 成 炉 を

含 む 。 ） 、 溶 鉱 炉 （ 溶 鉱 用 反 射 炉 を

含 む 。 ） 、 転 炉 、 溶 解 炉 及 び 乾 燥 炉  

原 料 の 処 理 能 力 が ０ ．５ ｔ ／ 時 以 上 で

あ る か 、火 格 子 面 積 が ０ ．５ ㎡ 以 上 で

あ る か 、 羽 口 面 断 面 積 が ０ .２ ㎡ 以 上

で あ る か 、又 は バ ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼

能 力 が 重 油 換 算 ２ ０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ

る こ と 。  

1 8  活 性 炭 の 製 造 （ 塩 化 亜 鉛 を 使 用 す る

も の に 限 る 。 ） の 用 に 供 す る 反 応 炉  
バ ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換

算 ３ L /時 以 上 で あ る こ と 。  

  
2 1  燐 、 燐 酸 、 燐 酸 質 肥 料 又 は 複 合 肥 料

の 製 造 （ 原 料 と し て 燐 鉱 石 を 使 用 す

る も の に 限 る 。 ） の 用 に 供 す る 反 応

施 設 、 濃 縮 施 設 、 焼 成 炉 及 び 溶 解 炉  

原 料 と し て 使 用 す る 燐 鉱 石 の 処 理 能

力 が ８ ０ ｋ ｇ ／ 時 以 上 で あ る か 、バ ー

ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５

０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器 の

定 格 容 量 が ２ ０ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る

こ と 。  
2 3  ト リ ポ リ 燐 酸 ナ ト リ ウ ム の 製 造 （ 原

料 と し て 燐 鉱 石 を 使 用 す る も の に 限

る 。 ） の 用 に 供 す る 反 応 施 設 、 乾 燥

炉 及 び 焼 成 炉  

原 料 の 処 理 能 力 が ８ ０ ｋ ｇ ／ 時 以 上

で あ る か 、火 格 子 面 積 が １ ｍ ２以 上 で

あ る か 、又 は バ ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能

力 が 重 油 換 算 ５ ０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る

こ と 。  
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2 4  鉛 の 第 二 次 精 錬 （ 鉛 合 金 の 製 造 を 含  
 む 。 ） 又 は 鉛 の 管 、 板 若 し く は 線 の

製 造 の 用 に 供 す る 溶 解 炉  

バ ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換

算 １ ０ Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧

器 の 定 格 容 量 が ４ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ

る こ と 。  

2 5  鉛 蓄 電 池 の 製 造 の 用 に 供 す る 溶 解 炉  バ ー ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換

算 ４ L /時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器 の

定 格 容 量 が ２ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る こ

と 。  
2 6  鉛 系 顔 料 の 製 造 の 用 に 供 す る 溶 解

炉 、 反 射 炉 、 反 応 炉 及 び 乾 燥 施 設  
容 量 が ０ ． １ ｍ ３以 上 で あ る か 、 バ ー

ナ ー の 燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ４

Ｌ ／ 時 以 上 で あ る か 、又 は 変 圧 器 の 定

格 容 量 が ２ ０ ｋ Ｖ Ａ 以 上 で あ る も の 。 

2 7  硝 酸 の 製 造 の 用 に 供 す る 吸 収 施 設 漂

白 施 設 及 び 濃 縮 施 設  
硝 酸 を 合 成 し 、漂 白 し 、又 は 濃 縮 す る

能 力 が １ ０ ０ ｋ ｇ ／ 時 以 上 で あ る こ

と 。  

2 8  コ ー ク ス 炉  原 料 の 処 理 能 力 が ２ ０ ｔ ／ 日 以 上 で

あ る こ と 。  

2 9  ガ ス タ ー ビ ン  燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ５ ０ Ｌ ／

時 以 上 で あ る こ と 。  

3 0  デ ィ ー ゼ ル 機 関  

3 1  ガ ス 機 関  燃 料 の 燃 焼 能 力 が 重 油 換 算 ３ ５ Ｌ ／

時 以 上 で あ る こ と 。  

3 2  ガ ソ リ ン 機 関  

備 考 １ ） 項 番 号 は 、 令 別 表 第 １ に 掲 げ る 番 号 で あ る 。  

  ２ ）２ ９ の 項 か ら ３ ２ の 項 ま で に 掲 げ る 施 設 の う ち 専 ら 非 常 時 に お い て 使 用

さ れ る 施 設 は 、 除 く 。  

 


